
　　ＪＳＣＡ千葉ニュース（０７－冬号通巻第２７号）　　　　　　　　　　　　　　２００７年（平成１９年）１２月１５日（４面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＳＣＡ千葉ニュース（０７－冬号通巻第２７号）　　　　　　　　２００７年（平成１９年）１２月１５日（１面）

1

JSCA千葉ニユース（冬）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　発行（社）日本建築構造技術者協会 ＪＳＣＡ千葉（広報委員会）
　〒261-0004千葉県千葉市美浜区高洲３－２０－３８（株）齋藤建築設計事務所内 TEL 043-225-2181
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX 043-277-0906

JSCA・千葉2007年総会及び

特別講演会・懇親会の開催さる
 　去る５月３１日（木）午後１時３０分より

三井ガーデンホテル千葉４階にて出席者３６名

のもと２００７年度第10回定期総会が開催さ

れました。

　平成18年度の事業経過報告、決算報告、平

成19年度の事業計画案、収支予算案及びJSC

A・千葉規約案について審議され承認、可決さ

れました。

　特筆すべき項目としては、6月1日よりJSC

A・千葉ホームページが開かれることが上げら

れます。その内容については、作成経緯を踏ま

えホームページ委員会の加藤義道委員長より報

告がありました。また、JSCA・千葉規約につ

いては従前より運

用されてきたもの

の、正式な形で再

度会員の皆様の確

認・承認をいただ

く形として提示さ

れました。本規約

に対しては、今後

ご意見等を寄せて

いただくこととし

内容を紹介するに

とどめられまし

た。　　　　　　

（園部、二面に続く）

森田耕次千葉大学工学部名誉教授

をお招きして

　　　　マサコラム　１２　　　

　　活断層の定義と耐震安全性の真実
　日本の地球物理学者は「断層は地震の結果として生

じるものである」と考えていた時代がある。しかし、

現在は逆で「地震は断層が引き起こす」と言われてい

る。断層は活断層である。活断層の定義は「最近の地

質時代に繰り返し活動した断層」とあるが「活動の痕

跡が地形に残っているもの」と言っていないことであ

る。現時点での活断層マップは過去の断層の動きが地

形に明瞭に現れて、変形が認められるもののみを航空

写真等を駆使して作成されている。従って、関東地方

の関東ローム層の平野部、堆積層の厚い場所は地下に

活断層が隠れていても知る事ができない。それでも発

見した活断層は現在、日本全体で2000個あると言われ

ている。しかし、地震予知に必要な繰り返しの回数と

最後の地震を引き起こした時期が分かつているものは

全体の1-2％であると言う。最新の地盤工学は「どの活

断層がどのように動くか」の震源モデルさえ、特定で

きれば建設地の地表面に発生する模擬地震波は作成で

きる。その場合も、活断層の動き方も変位量、速度、

は仮定であり、あくまでも未知数である。又、地震は

断層の動きのみではなく活褶曲（各地層の重なり面の

ズレ）も地震になると言われている。この事実から

「我々の行う耐震設計が自然現象である地震に対して

は、きわめてあいまいな根拠の上に成り立つものであ

り、現状の建物は現在の工学水準の仮定に、法律上の

規制も重なる砂上の楼閣に等しいものと言わざるをえ

ない。」本質からはずれた細かな数値の正誤に翻弄さ

れる法改正後の建築確認申請制度の現状から、建物の

耐震安性に対する正確なる情報を施主である一般の人

に与える事が急務であると考える。　　　眞崎雄一
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平成１8年度

第11回3月28日

(13：00～15：00)

出席：斎藤代表他12名

１．JSCA本部および関連

他団体についての報告

２．検討事項

(1)総会開催日の検討。

(2) JSCA千葉ホームペー

ジ（以下、HP）の最終バ

ージョン案の検討。

(3) JSCA千葉規約の修正

の上、HPに掲載すること

とした。

(4)構造計算適合性判定制

度が固まってきており、

その紹介があった。

平成１9年度

第1回4月26日

(16：00～18：00)

出席：斎藤代表他16名

１．JSCA本部および関連

他団体についての報告

２．検討事項

(1) 総会開催日を5月31日

とすることで決定。

総会での講演会の詳細を

きめた。講師・演題：元

千葉大教授森田耕次「最

近の建築溶接の話題」

(2) エイチ・ジー・サー

ビス㈱より入会希望があ

り、承認された。同社

は、地盤調査、地盤改良

を行っている。

(3)現場見学の提案があ

り、検討を行った。

第2回5月18日

(16：00～18：00)

出席：斎藤代表他16名

１．検討事項

(1)5月31日に総会をひか

えているため、総会、講

演会、懇親会の準備につ

いて詳細な検討を行い、

スケジュール、担当、準

備資料、準備機器類を確

認した。

(2)総会資料の最終確認

(3)HPの確認を行った。

(4)今後の技術委員会のテ

ーマに地盤改良を取上げ

たいとの提案があり、了

承された。

第3回6月22日

(16：00～18：00)

出席：斎藤代表他15名

１．JSCA本部および関連他

団体についての報告

２．検討事項

(1)総会報告があった。

・総会出席者数34名

・収支報告では赤字が出た

とのことで本会計から充当

することとなった。

 (2)技術委員会および研修

委員会では、構造計算適合

性判定関係を精力的に取

上げることとなった。

(3)見学会は、電炉メーカー

への訪問・研修を行う方向

で検討するこことなった。

ＪＳＣＡ千葉役員会議事録抜粋（坂恵）

　編集後記 （２００７．１２．２）

　「限界集落」という言葉がある。これは限界状態設計法とはちが

い、人々のくらしに関する言葉らしい。平均年齢65歳以上の人が50

パーセント以上をしめた状態に対して用いている言葉で、今後10年

先には消滅すると思われる集落のこと。／日曜朝のある番組での特

集を見てハッと思った。国土の保全と限界集落には密接な関係があ

るといわれる。林野庁は1960年代に国策として日本のあらゆる山

林、山間農地に針葉樹の植林を奨励した。県を通じて補助金を出

し、広葉樹から針葉樹に変換する政策をとった。その結果、当時8対

2であった広葉樹対針葉樹の比率が現在では6対4までになってしま

ったとの事である。今日、全国各地で起きている地スベリや森林崩

壊の主な原因はこの政策による森の保水力低下があるという。番組

では高知県内の二つの集落を紹介している。／一つの集落は国策

に従い山間の田畑を杉林にした。山林にも40年間商品とはならない

杉を植えた。この集落は地域の自立ができず「限界集落」になってし

まった。／もう一つの集落は国策にしたがわずに広葉樹を残し、広

葉樹林を利用して多様な農産物（しいたけ、栗など）をつくり続けた。

この集落では地元に若者が戻り後継者がこれらの農産物で生活が

でき、子どもが増えて地域が自立できている。この地域に「限界集

落」は一つもない。／物事には多様性が重要であり、一つの方向に

みんなが向く事に危うさがあるとの示唆とも思える。／一方、構造設

計界であるが、構造計算の多様性がどんどん失われてゆき国策で

構造計算が一つの方向に向かっていく実感がある。まさに「限界（構

造計算）集落」に向かっているのでは。　　（笘谷）


